
遺構 No

図版 No

器 種

種 類
法   量 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

C-4号
住  居  址

第 209図 -8

深鉢

縄文

口径
残高6.5
底径
底都

胎 :石英、雲母、粗砂粗含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR5/6明 赤褐

(内 )5YR5/4に ぶい赤褐

平底より外反ぎみにこ
ち上がる。

(外 )

(内 )

C-4号
住  居  址

身も209優]-9

深鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 :石英、雲母、白色砂粒、礫含t

焼 :良好
色 :(外)2.5YR5//8明 赤褐

(内 )2.5YR4/31こ ぶい赤褐

平底より外反ぎみに二
ち上力くる。

(外 )

(内 )

C-5号
住  居  址

第 209図 -10

深鉢

縄文 立
ロ

・
０

・
５
底

‐３
９

”

径
高
径
部

口
践
医
胴

胎 :粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)5YR6/8橙

(内 )5YR7/8橙

平底より立ち上がり丸み邁
もって大きく開く胴部に老
行する。胴部に沈線によZ

曲線的な区画を施した後凄
文を単節回転

(外 )

(内 )

C-5号
住  居  llL
第 209図 -11

深鉢

縄文

口径
残高10.0
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、礫含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/6橙

(内 )7.5YR7/6権

羽状斜線文。 (外)

(内 )

C-5号
住  居  址

第 209図 -12

深鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
底
嗣

胎 :石英、雲母、礫含む

焼 :良好
色 :(外)10YR5/3にぶい黄橙

(内 )7.5YR7ノ/4によい橙

沈線による曲線的な)
様構成。

(外 )

(内 )

C-5号
住  居  址

第 209図 -13

深鉢

縄文

口径

籐屋
7.0

ほ同著I

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR3/1黒褐

(内 )7.5YR6/6橙

磨消縄文構成。 (外 )

(内 )

C-5号
住  居  址

第 209図 -14

深鉢

縄文

口径

矮雇
5,7

胴部

B台 :石英、粗砂粒含む
焼 :良好
色 !(外 )7.5YR6/31こ ぷい褐

(内 )5YR6/6橙

磨消縄文構成で沈線に
よる曲線的な区画を班
した後、縄文を回転J
る。

(外)

(内 )

C-5号
住  居  址

第 209図 -15

深鉢

縄文

口径

籐雇
6.5

】同菩呂

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR4/3褐

(内 )7.5YR5ノ/4にぶい褐

(外 )

(内 )

C-5号
住  居  址

第 209図 -16

深鉢

縄文

口径
残高3.5
底径
胴部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR7/6橙

(内 )7.5YR6/4にぶい橙

横位のキザミ隆帯と瀕
線による文様構成。

(外 )

(内 )

C-5号
住  居  址
第 209図 -17

鉢

　

文

深

　
縄

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 !(外)5YR6/6橙

(内 )7.5YR6/4にぶい橙

平底。 (外 )

(内 )

C-5号
住  居  址

第 210図 -1

浅鉢

縄文 立
コ

・
５

。

９

底

９
‐０

”

径
高
径
都

口
残
底
阿

胎 :金雲母、礫含む

焼 :良好
色 :(外)5YR5/6明 赤褐

(内 )5YR5/2灰 褐

平底より強く外反すZ

よう
`こ

立ち上力くり、1
へ向かって直線的に研
く胴部に移行する。

り

他

削

斜

の
　
　

りヽ
´

翻
綴
卿

C-5号
住  居  址

第 210図 -2

深鉢

縄文

口径

蟹雇
13,2

洞部～底部

胎 :礫含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR6/6橙

(内 )10YR5/4にぶい黄褐

平底より立ち上がり
上へ向かって開く胴剖
に移行する。

(外 )

縦位、斜d
の削り

(内 )

C-6号
住  居  址

第 210図 -3

深鉢

縄文

口径
残高26.2

底径
口縁部

石英、雲母、白色砂粒、礫含屯

良好

(外)7.5YR6/6橙
(内 )7.5YR7/6橙

胎

焼

色

日縁部の短い無文帯¢

下に横位の隆帯を施し
た後、胴部にRL縄政
を回転する。

(外 )

(内 )撫で

C-6号
住  居  址

第 210図 -4

深鉢

縄文

口径
残高4.5

底径
□縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR6/4によい橙

(内 )7.5YR5/4にぶい褐

日縁部は短 く内屈リ
る。掴縁に平行な沈務
を施す。

(外 )

(内 )
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遺構 No

図版 No

器 種

種 類
法 量 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

C-6号
住  居  址

第 210図 -5

深鉢

縄文

口径
残高19,0

底径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7 5YR7/6橙

(内 )7.5YR7/4にぶい橙

□縁に平行な隆帝を加

ξ言号きこ:と言を:
外

　

内

C-6号
住 居  址
第 210図 -6

深鉢

縄文

日径
残高11.0

底径
】同菩【

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/6橙

(内 )5YR6/6橙

胴部に細いキザミ隆需
を横位に施している。

(外 )

(内 )

斜位の削り

C-6号
住  居  址

第 210図 -7

深鉢

縄文

口径
残高10.4
底径
】同喜I

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外 )7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR6/6橙

細いキザミ隆帯を縦櫻
に施しその交点に「8_

字状貼付文を施してい

る。

(外 )

斜位の削り

(内 )

C-6号
住 居  址

第 211図 -1

深鉢

縄文

口径
残高23.0
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外 )7.5YR8/3浅黄橙

(内 )7.5YR6/2灰褐

内側に□縁に平行な繊
線をめぐらせている。

(外 )

斜位、縦位¢

肖Jり

(内 )

横位の削り

C-6号
住  居  址

第 211図 -2

深鉢

縄文

口径

篠雇
5.5

底部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR7/4によい橙

(内 )7.5YR4/2灰褐

平底。 外

　

内

C-6号
住  居  址

第 211図 -3

深鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )5YR6/6橙

(内)5YR6/6橙

平底。 外

　

内

C-7号
住 居  址
第 211図 -4

製
鉢
　
文

粗
深
　
縄

口径

篠雇
7.4

口縁部

胎 :石英、雲母、礫含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR6/3に ぶい褐

□縁部は内湾する。 外

　

内

C-7号
住 居  址
第 211図 -5

藻舞
縄文

口径
残高7.3
底径
口縁部

石英、雲母、粗砂粒含む

良好
(外)7.5YR5/3にぶい褐
(内 )7.5YR4/3褐

胎

焼

色

波状日縁。内側に□籾
に平行な沈線を施 して
いる。

外

　

内

C-7号
住  居  址

第 211図 -6

粗製
深鉢

縄文

口径
残高18.0
底径
胴部

胎 :石英、雲母、白色砂粒、礫含t

焼 :良好
色 :(外 )5YR6/6橙

(内)5YR5/8明 赤褐

無文。 外

　

内

C-7号
住  居  址

第 211図 -7
慄繋
縄文

口径

儒am
胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR5/6明 赤褐

(内 )7.5YR5/4にぶい褐

磨消縄文構成。LR縄
文を回転する。

外

　

内

3-7号
F■  居  址

第211図 -8
操繋
縄文

口径
残高5.2
医径
I同菩|

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )10YR4/4褐

(内 )10YR4/4褐

磨消縄文構成。沈線に

よる区画を施した後、
LR縄文を施す。

(外 )

(内 )

址

・９

碍
居
Ⅷ

一
　

　

２

Ｃ

住

第

藻繋
縄文

口径

蟹雇
8.3

1同菩lS

胎 :石英、雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/4に よい赤褐

(内 )7.5YR7/4にぶい橙

暦摘縄文構成。沈線に
よる区画を施した後、
LR縄文を施す。

外

　

内

C-7号
住  居  II
第211図 -1(

耳飾

縄文

径
み
径
分

直
厚
瞑
半

胎 :石英、雲母、白色砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR4/3褐

(内 )7.5YR4/3褐

沈線による渦巻状の球
様。

外

　

内

C-8号
住  居  址

第 212図 -1

深鉢

縄文

口径

矮雇
5,0

欄菩呂

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR5/8明 赤褐

(内 )7.5YR5/4にぶい褐

磨消縄文構成。LRと
RL縄文を回転した後
沈線で区画を施す。

外

　

内
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遺構 No

図版 No

器 種

種 類
法   量 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

C-8号
住 居  址

第 212図 -2

鉢

　

文

架

　

縄

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :石英、雲母、糧砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)5YR4/6赤褐

(内 )5YR4/3に ぶい赤褐

先線で区画した後、
択 縄文を埋めている

め
削
め

C-3号
住  居  址

第 212図 -3

鉢

　
文

深

　
縄

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)5YR4/41こ ぶい赤褐

(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

先線で区画した後、
とR縄文を埋めている

(外 )

肖Jり

(内 )

C-3号
住  居  址
第 212図 -4

鉢

　

文

架

　

隠

口径
践高5.1
医径
桐菩|

胎 :石英、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/4に ぶい櫓

(内 )7.5YR4/2灰褐

洸線による渦巻状の政
様。

(外 )

(内 )

C-8号
住  居  址

第 212図 -5

鉢深

縄文

口径
残高5.3
底径
〕同著|

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内 )5YR5/4に よい赤褐

箆状工具による沈線α

曲線的な文様構成。
(外 )

(内 )

C-8号
住  居  址

第 212図 -6

深鉢

縄文 立
Ｈ

・
１

・
２
底

‐７
■

”

径
高
径
部

口
践
医
桐

胎 :礫含む

焼 :良好
色 :(外 )5YR7/6橙

(内 )5YR7/41こ ぶい橙

平底より立ち上がり、
肩の張った胴部に移行
する。

(外 )

横位の削り
(内 )

惜位の削り

炉に埋設
(下 )

C-8号
住  居  址

第 212図 -7

深鉢

縄文 立
ロ

４
５
底

９
．９
，
¨

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :石英、雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内)5YR6/6橙

丸底ぎみの平底より綴
やかに立ち上がる。

(外 )

横位の削り
(内 )

横位の削り

炉に埋設

(上 )

C-8号
住  居  址

第 212図 -8

浅鉢

縄文

口径
残高3.4
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外)7.5YR3/3暗褐

(内 )7.5YR3/4暗 褐

(外 )

(内 )

C-8号
住  居  址

第 212図 -9

浅鉢

縄文

口径
残高4.0
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、祖砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR3/2黒褐

(内 )7.5YR3/2黒褐

回縁部は外反し先で膵
屈する。□唇に沈線を
めぐらせる。

(外 )

磨き

く内)

C-8号
住  居  址

第212図 ―ユ0

浅鉢

縄文

□径
残高6.2
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR3/4暗褐

(内 )7.5YR6/4に よい橙

□縁部は外反し、先て
短く内屈する。

(外 )

(内 )

C-8号
住  居  址

第 212図 -11

浅鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR4/2灰褐

(内 )7.5YR5/31こぶい褐

箆状工具による沈線α

曲線と平行斜線文の致
様構成。

(外 )

(内 )

C-8号
住  居  址

第 212図 -12

浅鉢

縄文

口径
残高2.6
底径7.8
底部

胎 :石英、雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/4に ぶい橙

(内 )7.5YR5/3に ぶい褐

平底。 (外 )

(内 )

C-9号
住  居  址

第 212図 -13

深鉢

縄文 立
ロ

ユ

・
２
底

Ｈ
８

”

径
高
径
部

口
残
医
胴

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )10YR7/4によい黄橙

(内 )10YR7/4にぶい黄褐

上賤ぎみの平底より丸い用
部に移行する。沈線の渦秦
と曲線的な文様の4単位互
構成。区画の後単節縄文髪
同転縮支ハ

(外 )

(内 )

炉に理設

3-10号
陛 居  址
第212図 -14

深鉢

縄文

口径
残高11.8

囁径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR7″/4によい橙

(内 )7.5YR7/4によい褐

夫起部。 (外 )

(内 )

C-10号
住  居  址

第212図 -15

深鉢

縄文

口径

霞雇
6.2

回縁部

胎 :石英、雲母、礫含む

焼 :良好
色 :(外)5YR5/6明 赤褐

(内 )5YR4/3に ぶい褐

磨南縄文構成で沈繰区
画の後LR縄文を回転
ltX。

(外 )

(内 )

第 51表 八千原遺跡 C地区出土遺物観察表

-279-



遺構 No

図版 No

器 種

種 類
法   量 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

C-10号
住  居  l■
第 212図 -16

深鉢

縄文

口径
残高4.4
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/6橙

(内)7.6YR4/3褐

□縁に平行に沈線を加

す。胴部はLR縄文を

回転する。

(歩引卜)

(内 )

C-10号
住  居  址

第 212図 -17

深鉢

縄文

口径
残高8.1
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、白色砂粒、礫含屯

焼 :良好

色 :(外)7.5YR7/41こぷい橙

(内 )7.5YR7/4に ぷい橙

沈線背で区画を施した

後、単節縄文を回転 t

て埋める。

(ケ4卜 )

(内 )

C-10号
住  居  址

第 212図 -18

深鉢

縄文

径
高
径
部

口
残
底
底

胎 :石英、雲母、租ひ位含む

焼 :良好

色 :(外)2.5YR5/6明 赤褐

(内)5YR5/6明 赤褐

平底。 (ケ4卜 )

(内 )

C-10号
住  居  址

第 213図 -1

深鉢

縄文

口径
残高ll.5

底径
口縁部突起

胎 :雲母、長石、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR5/3に ぶい褐

(内)10YR6/61こ ぶい黄橙

突起部。 (外 )

(内 )

C-10号
住  居  址

第 213図 -2

深鉢

縄文

口径
残高8.5
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、礫含む

焼 :良好
色 :(外)10YR7/41こ ぷい黄橙

(内 )10YR3/4浅 黄橙

□縁部は内側に稜を箱
て外反し、日唇部に減
線をめぐらせている。

(歩猾卜)

(内 )

横位の削り

C-10号
住  居  址

第 213図 -3

鉢

　

文

裳

　

偲

５
．

部

径
高
径
縁

口
残
底
口

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外)7.5YR6/4に ぶい橙
(内 )7.5YR6/3に ぶい褐

無文。 (外 )撫で

(内)磨き

C-10号
住  居  址

第 213図 -4

lEl手

健文

口径
残高6.2
底径
取手

胎 :石英、雲母、白色砂粒、礫含と
焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/6橙

(内)7.5YR4/3褐

筒状の把手部。 (外 )

(内 )

C-11号
住  居  址

第 213図 -5

鉢

　

文

架

　

健

口径
残高15.2

底径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/3に よい橙

(内)7.5YR6//4にぷい橙

日縁に平行に太い刻目
のある隆帯をめぐらせ

ている。

(外 )

(内 )

C-11号
住  居  址

第 213図 -6

鉢

　

文

深

　

縄 立
Ｅ

，
７

・
３
底

９
■

”

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :石英、雲母、礫含む

焼 :良好

色 :(外)7.5YR6ノ/6橙

(内)10YR7/3に ぶい黄橙

平底より立ち上がる。 (外)

(内 〉

C-12号
住  居  址

第 213図 -7

深鉢

縄文

口径

籐雇
ll:!

胴部～底部

胎 :石英、雲母、礫含む

焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内)10YR6/3に ぶい黄橙

「8」 字状貼付文が顕部を4

分宮け る。胴部に4単位の

列点文と沈線の曲線的な区

画が施された後単節縄文を

転がす。

(外 )

(内 )

C-13号
住  居  址

第 213図 -8

深鉢

縄文

口径
残高3.8
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR3/4暗 赤褐

(内)5YR3/4暗 赤褐

日縁部内側にやや肥躊
する。

(外 )

(内 )

C-13号
住  居  址

第 213図 -9

深鉢

縄文

５
．

部

径
高
径
縁

口
残
底
口

胎 :石英、粗砂粒含む
焼 :良好
色 ,(外)5YR5/4に ぶい赤褐

(内)7.5YR6/4に ぶい橙

(外 )撫で

(内 )撫で

磨き

C-13号
住  居  址

第 213図 -10

鉢

　
文

深

　
縄

口径
残高7.6
底径
は同菩I

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)10YR6/41こ ぶい黄橙

(内)10YR7/3にぶい黄橙

(外 )

(内 )

C-12号
住  居  址

第 213図 -11

浅鉢

縄文

３
６
底

６
．７
．
”

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :石英、雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内)7.5YR6/4に ぶい橙

平底より立ち上がる。 (外 )

(内 )
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遺構 No

図版 No

器 種

種 類
法   量 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

C-13号
住  居  址

第 214図 -1

深鉢

縄文

口径

窪雇
5.0

底部

胎 :石英、雲母、白色砂粒、礫含と
焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

仙 )5YR6/6橙

平底より立ち上がり
外反ぎみに開く胴部に
移行する。

(外 )

(内 )

C-14号
住  居  址
第 214図 -2

釣手

縄文

口径

倭雇
23.5

2/3

胎 :石英、金雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR5/6明 赤掲

(内)5YR4/1褐灰

お

止

Ｊ

お

乖
残
あ
手

り
筒
右
把

鵠
離
私

ｂ甦協“
０

で
らヽ
のし

耽離
鯨

(ケ4卜 )

(内 )

C-14号
住 居  址
第214図 -3

深鉢

縄文

日径

蟹,三

22.8

開菩呂

胎 :石英、金雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/8橙

(内)7.5YR5/2灰 褐

胴部上位で張った後
くびれる頚部に移行リ
る。胴部の隆帯の区廼
内に綾杉文を施す。

(外 )

(内 )

C-14号
住  居  址

第 215図 -1

深鉢

縄文

口径33.2
残高22.6
底径
口縁～胴部

胎 :金雲母、礫多量に含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR3/2黒 褐

(内 )7.5YR7/3明 褐灰

日縁部は孔を有する2単魯
の把手を有 し、その間は1
波状を呈する。口縁部と朋
部は隆帯の区画文が施さオ
る。

鳥と
オ鋼圧

削り撫で

炉に埋設

C-14号
住  居  址

第 215図 -2

深鉢

縄文

径
高
径
形

口
器
底
完

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好さ

色 :(外)7.5YR6/6橙
(内 )7.5YR4/3褐

平底より肩の張った胴部は
移行し鍔を経て直立するE

像部に至る。2つ 1組の子
を1対有する。胴部に把ヨ
を有する。

(外 )

黒色塗彩 ?

(内 )

憮で磨き

C-16号
住  居  址
第 216図 -1

鉢

　
文

深

　

縄

径
高
径
形

口
器
底
完

胎 :石英、金雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)10YR6/31こ ぶい黄橙

(内)10YR7/3に よい黄橙

(外 )

(内 )

C-16号
住  居  址

第 216図 -2

製
鉢
　
文

阻
架
　
隠

口径

陰雇
5,0

口縁部

胎 :礫含む
焼 :良好
色 :(外)5YR5/6明 赤褐

(内)5YR6/4に ぶい橙

( )外

(内 )

C-16号
住  居  址
第 216図 -3 縄文

製
鉢

粗
深

口径
残高6.7
嵐径
口縁部

胎 :雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/41こ よい橙

(内 )5YR6/4に よい橙

□縁部内湾し、日唇割
に面取りが施される。

(外 )

(内 )

C-16号
住  居  址

第 216図 -4

浅鉢

縄文

□径

藤高8.5

底径
口縁～ 胴部

胎 :雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR4/1褐灰

吾勢駕娩籐を
(外 )

(内 )

C-16号
住  居  址

第 216図 -5

浅鉢

縄文

口径

蔭癌
4.5

口縁部

治 :雲母、細砂粒含む
斃:良好
艶:(外)7.5YR7/6橙

(内)7.5YR7/6橙

日稼部は渡頂部に孔お

有した波状を呈し、1
ザミロを施す。

(外 )

(内 )

C-17号
住  居  址
第 216図 -6

浅鉢

縄文 立
ロ

・
２

・
０

底

２７
‐５
　
”

醒
鮎
酪
瞭

胎 :雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)10YR3/2黒褐

(内)10YR7/3に ぶい黄橙

胴部は綾を有して張る開E

し口縁部は1単位の波状茎
呈する。磨消縄文構成で汐
際により菱形状の区画を1
成する。

(外 )

(内 )

床下に埋
設される(

C-18号
住  居  址

第 216図 -7

深鉢

縄文

口径
残高9.6
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外)10YR8/2灰 白

(内)10YR8/4浅黄橙

1孔を有する把手部
RL縄文を回転する。

( )外

(内 )

C-18号
住  居  址

第 216図 -8

深鉢

縄文

日径

矮厘
4.5

嗣喜[

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/6橙

(内)7.5YR6/41こ ぶい橙

RL縄文を回転する。 (外 )

(内 )

C-18号
住  居  址
第 216図 -9

深鉢

縄文
&啓

刊
底著|

胎 :石英、雲母、白色細砂粒含も
焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/41こぷい橙

(内)7.5YR8/6浅黄橙

平底より立ち上がる。 (外 )

(内 )
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遣構

図版

Ｎ
　
　
Ｎ

器 種

種 類
量法 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

C-18号
住 居  址

第216図 -10

架鉢

lfm文 立
ロ

。
３

・
９
底

‐８
７
”

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :石英、雲母、白色砂粒、礫含t

焼 :良好
色 :(外)2 5YRS/6明 赤褐

(内 )7.5YR5/4に ぶい褐

平底で立ち上がり部く

直立し、張りのない所
部に移行する。文様耳
明。

(外 )

指頭による納
位の撫で

(内 )

横位の撫で

C-19号
住 居  址
第216図 -11

深鉢

縄文

口径
残高15,0
底径
口縁～胴部

胎 :雲母、礫多量に含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/4に ぶい継

(内 )7.5YR6/4に ぶい橙

顕部はくびれ日縁部は外う

して先で内屈する。日縁
=にとR縄文を回転 した後報

位の沈線を施 し羽 犬斜線)
を施す。

外

　

内

C-19号
住  居  址

第 216図 -12

亜

健文

６
．

部

醒姉降
瞼

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)2.5YR2/3極 暗赤褐

(内 )5YR3//6暗赤褐

三仏生。 外

　

内

C-20号
住  居  址

第 217図 -1

深鉢

縄文

口径
残高28.0
底径
‖司著【1/2

胎 :石英、雲母、細砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)2.5YR3/6暗 赤褐

(内)5YR5/4にぶい赤褐

胴部に隆帝により区画
が施され、区画内に
LR縄文を回転する。

外

　

内

C-3号土壊

第 217図 -2
興課
健文

６
．

部

径
高
径
縁

口
残
底
口

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR2/3極暗赤褐

(内)5YR2/3極暗赤褐

磨消縄文構成でLR絹

文を回転した後沈線α

区画を施す。

き磨外

　
内

C-3号土頻

第217図 -3

情製
架鉢

健文

口径
残高7.0
底径
口縁部

胎 :石英、白色砂粒、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)10YR2/2黒 褐

(内)10YR2/3黒 褐

回縁に平行な縄文帯堪

括弧状の沈線文で切Z
文様構成。

き

　

き

磨
　
磨

外
　
内

C-3号土壊

第 217図 -4
興課
健文

口径

篠雇
10.6

口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR4/2灰 褐

(内 )7.5YR5/3に ぶい褐

胴部よリノJヽきく内傾する[

縁に至る。口唇部に刻目充
施される。日縁に平行な翠
文帯を括弧状の沈線で切鬼
真様。

き磨

外

　

内

C-3号土娠

第 217図 -5
興繋
饉文

口径
残高■.0
底径
口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)10YR5/2灰 黄褐

(内)10YR4/1褐 灰

外

　

内

C-3号土頻

第217図 -6
舅繋
健文

６
．

部

径
高
径
縁

口
残
底
□

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR3/1黒 褐

(内 )7.5YR4/3褐

外

　

内

C-3号土壊

第 217図 -7 縄文

製

鉢

精

深 ５
．

部

略
縣
離
睡

胎 :石英、雲母、祖砂粒含む

焼 :良好

色 :(外)10YR5/3に ぶい黄褐
(内)10YR6//2灰黄褐

磨消縄文構成。 外

　

内

C-3号土頻

第217図 -8

*青鬱翌
深鉢

縄文

口径
残高5,9

僑祭

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR4/4に ぶい赤褐

(内)5YR4/1褐灰

外

　

内

C-3号土壊

第 217図 -9
凛繋
縄文

展管2.6

底径
l同菩[

胎 :石英、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR3/1黒褐

(内)5YR3/1黒褐

磨消縄文構成。 外

　

内

C-3号土墳

第 217図 -10

製
鉢
　
文

精
深
　
縄

口径

倭雇
2.6

口縁部

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)10YR6/2灰 黄褐

(内 )10YR6/3に ぶい黄橙

突起部。 外

　

内

C-3号土壊

第 217図 一ll

深鉢

縄文

口径
残高3.5
底径
は部

胎 :石英、祖砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/3に ぶい褐

(内)7.5YR6/3に ぶい褐

(外 )

(内 )

赤色塗
彩痕
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遺構 No

図版 No

器 種

種 類
量法 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

C-23号土娯

第217図 -12

深鉢

縄文 立
ロ

，
３

・
４
底

‐０
８

”

径
高
径
部

口
残
底
胴

石英含む

良好

(外)5YR5/6明赤褐
(内)7.5YR6/6橙

胎
焼

色

平底より立ち上がり
胴部に移行する。縦琶
の沈樹文。

外

　

内

C-5号土壊

第 218図 -1

浅鉢

縄文

口径32.0
残高16.4
底径
口縁～胴部

胎 :石英、雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/6橙

(内)7.5YR5/2褐 灰

平底より立ち上がり、丸,
をもって開きそのまま内澪
する日縁に至る。日縁部上
無文で、胴部は全面的に対
位の条線文。

外

　

内

A遺構外

第218図 -2 縄文

深鉢 口径24.0
器高20.0
底径
口縁～胴部

胎 :細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)2.5YR4/3に ぶい赤褐

(内)2.5YR5/21こぶい赤褐

小突起を有し、日縁に平イ
な変互刺突文をめぐらす
日縁部と胴部は半裁竹管

`沈線が施され、撚糸文をお
文する。

外

　

内

A遺構外

第218図 -3

深鉢

縄文

径
高
径
縁

口
陸
至氏
口

金雲母、細砂粒含む
良好
(外)10YR7/41こぶい黄橙
(内 )7.5YR7/4に ぶい橙

胎
焼
色 鶉

部

文ヽ
る
を

鴫凱淋
は緻

外

　

内

A遺構外

第218図 -4

深鉢

縄文
倭屋

飢6

口縁部

胎 :雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)10YR7/3に ぶい黄橙

(内)10YR7/3に ぶい黄橙 ∝
外

　

内

A遺構外

第218図 -5

深鉢

縄文

略姉離睡

胎 :雲母、礫含む

焼 :良好
色 :(外)10YR8/3浅 黄橙

(内)10YR7/31こぶい黄橙

日縁部は渦巻状と崩れた優
画文が連結 し入り組んで厘
開する。2本 1組の垂下し
線州阿部を9分割 しRL浄
文を回転。

外

　

内

A遺構外

第 218図 -6

貨幣

宋銭

直径2,4

完形

素材 ;銅 永楽通宝。 外

　

内

A遺構外

第218図 -7

貨幣

宋銭

直径2.4

完形

素材 :銅 不明。 外

　

内

A遣構外

第218図 -8

貨幣

宋銭

直径2.3

完形

秦材 ;銅 不明。 外

　

内

A遺構外

第219図 -1

土偶

縄文
み
部

縦
横
厚
胴

胎 :石英、金雲母、祖砂粒多量に合む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR5//6明褐

(内)7.5YR5/6明褐

沈線文。 (外 )

(内 )

A遺構外

第219図 -2

土偶

縄文

胎 :石英、粗砂粒多量に含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/4に ぶい橙

(内 )7.5YR7/4に ぶい橙

沈線文。 外

　

内

A遺構外

第219図 -3

土偶

縄文

胎 :石英、金雲母、細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/8橙

(内 )5YR6/8橙

沈線文。 外

　

内

A遺構外

第219図 -4

耳飾

縄文

直径2.8

厚み2.6

穴柱1,4

胎 :細砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR6/6橙

外

　

内

B遺構外

第219図 -5

深鉢

縄文

離
確

胎 :雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR5/4に ぶい褐

1同部よりそのまま内湾すン
ロ縁に至る。胴部に2本
組の隆常による渦巻状の優
画を施し、LR縄文を回車
する。

外

　

内

第 55表 八千原遺跡 C地区遺構外出土遺物観察表

―-283-



遺構

図版

Ｏ

　
　
　

Ｏ

Ｎ

　

Ｎ

号急 飛重

種 類

量法 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

B遺構外

第219図-6

深鉢

縄文 立
Ｈ

刊

，
４
底

２０
１０

”

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :雲母、礫含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/6橙

(内)10YR6/2灰 黄褐

平底より立ち上がり脈
部で強く張ってくび拍
る頸部に至る。沈線に
よる文様構成。

(外)撫で

(内 )

B遺構外

第219図-7

深鉢

縄文

口径
残高3,0
底径
】同菩[

胎 :粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR4/1褐 灰

(内 )7.5YR4/1褐 灰

浮線工字文。 外

　

内

遺構外

第 219図 -8

ニ

ユ
文

ミ
チ
縄

径
高
径
形

日
残
底
完

胎

焼

色

細砂粒含む

良好
(外)7.5YR6/4に ぶい橙
(内 )7.5YR4/1褐

平底より内湾して立ち
上がり、日縁部で窄ま

る。

り外

　

内

A-2号
埋  甕  址

第 220図 -1

深鉢

縄文

口径44,0
残高37.8
底径
口縁～胴部

胎 :石英、雲母、礫含む

焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内)5YR5/3にぶい赤褐

部
窃
茫
蒻

の
沈
部
回

位
れ
胴
を

呻
糾
叫
囃

部
隆
り
し

＾

縁
状
よ
割
ス

回
巻
に
分
す

(外 )

(内 )

横位の

撫で

逆位に埋設

A-1号
埋  甕  址

第 221図 -1

深鉢

縄文

０
０
　
同

３２
２３
　
”

径
高
径
縁

口
残
底
口

胎 :雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR7/3に ぶい橙

(内)7.5YR6/3に ぶい橙

日縁部には6単位の渦巻ん

施されそれを快むように上

本の隆帯が日縁をめ ぐる1

1同部は条線文が曲線的にI
される。

外

　

内

逆位 に埋設

A-3号
埋  甕  址

第 221図 -2

深鉢

縄文 立
ロ

，
０
お
底

‐６
‐３

”

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内)5YR6/4にぶい橙

平底より立ち上がる
沈線による文様構成。

外 )

(内 )

(

正位に埋設

A-7号
埋  甕  址

第 221図 -3

深鉢

縄文

口径32.6
残高17.0
底径
口縁部V2

胎 :石英、金雲母、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR5/3に ぶい褐

(内 )5YR6/41とぶい橙

口縁部は渦巻文と惰円形優
画文が連続 して展開 し、ヨ
下する2本 1組の沈線が川
部を分割す る。区画内 よ
LR縄女と

で撫外
　

内

逆位 に埋設

址
コ

碍
甕
郷

一　

　

２

Ｂ
埋

第

深鉢

縄文

口径23.0
残高 7.5
底径
口縁部

胎 :礫含む

焼 :良好
色 :(外 )10YR6/1褐灰10YR3/1黒褐

(内 )10YR7/3に ぶい黄橙

口縁部に4単位の渦茫

文と区画文を連続しく

展開する。区画内よ
RL縄文を回転する。

外

　

内

逆位に埋設

B-2号
埋  甕  址

第 222図 -2

深鉢

縄文

口径34,0
残高31.6
底径
日縁～胴部

B台 :雲母、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外 )7.5YR6/2灰 褐

(内 )7.5YR7/1明 褐灰

4単位の波状日縁。日縁著
に渦巻文と区画文が入 り判
んで展開 し、2本 1組の目

下沈線で胴部を 15分割 t

RL縄文回転

(外)

削り撫で
(内 )

横位の撫で

逆位 にI■設

B-3号
埋  甕  址

第 222図 -3

深鉢

縄文

口径
残高27.6
底径
胴部

胎 :金雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内)5YR6/6橙

粘土帯積上げ

胴部に全面的に縦位互

条線が施される。

外

　

内

正位 に埋設

B-4号
埋  甕  址

第 223図 -1

深鉢

縄文

口径
残高22.2

底径
胴部

胎 :石英、金雲母、粗砂粒含む

焼 :良好

色 :(外)5YR5/6明赤褐
(内 )5YR6/4にぶい橙

力

階

メ

翌

文
を
画
さ

外

　

内

正位 に埋設

B-5号
埋  墾  址

第 223図 -2

深鉢

縄文

口径

籐雇
2!:,

胴部～底部

治:雲母、礫含む
発:良好
圭:(外)5YR6/6橙

(内 )5YR6/3にぶい橙

垂下する隆帯で胴部堪
区画しLR縄文を回窮
する。

外

　

内

正位 に埋設

B-6号
埋  甕  址

第 223図 -3

深鉢

縄文

口径
残高22.0

僑鍮～底菩Ь

胎 :石英、礫多量に含む
焼 :良好
色 :(外)5YR5/6明赤褐

(内)5YR5/6明赤褐

平底で直立ぎみに立ち上カ
リ直線的に開く1同部に移令
する。垂下する沈線で胴ヨ
を分割した後RL縄文を[
転する。

外

　

内

正位に埋設

B-7号
埋  甕

併J224Eコ ー l

址

深鉢

縄文

口径
残高34.6
底径 7.0
胴部～底部

胎 :石英、礫含む

焼 :良好
色 :(外′5YR5/8明赤褐

(内 )5YR5/3にぷい赤褐

3本 1組の垂下する沈線に
より胴部を4分割し、RL箱

文を回転する。区画内に賞
行沈線文を垂下する。

外

　

内

正位 に埋設

第 56表 八千原遺跡遺構外、埋甕出土遺物観察表

―-284-



遺構 No

図版 No

器 種

種 類
量法 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

B-8号
埋  甕  址

第 224図 -2

深鉢

縄文

13.2
9.0
～底音「

胎 :雲母、礫含む

焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内 )5YR6/4にぶい橙

平底より立ち上がり、張 比
のない胴部に移行する。 |

本 1組の垂下来る沈線が町
部を6分割する。RL縄】
を回転する。

外

　

内

正位に埋設

址

・３

碍
甕
剃

一
　

　

２

Ｂ
埋
第

深鉢

縄文

口径
残高8.8
底径
口縁～胴菩I

胎 :白色砂粒、礫多量に含む

焼 :良好
色 :(外)5YR5/41こぶい褐

(内 )5YR5/4にぶい褐

Л同部は外反し、日縁部は角
く内屈する。キザミ隆帯お
日縁をめぐり「8」 字状牛
文が施される。胴部は翔
の文様

外

　

内

逆位に埋設

B-10号
埋  甕  址

第 225図 -1

深鉢

縄文

口径
残高14.0
底径 8.0
胴部～底著「

細砂粒含む

良好
(外)5YR6/41とぶい橙
(内 )5YR6/4にぶい橙

胎
焼

色

平底より大きく開いて立之
上がり屈曲 して内傾するE

縁に至る。最も張り出 しく
いる部分に隆帯をめ ぐら t

ている。

外

　

内

土器を重ね

て埋設 (上|

正位に埋設

B-10号
埋  甕  址

第 225図 -2

深鉢

縄文 立
ロ

・
５

・
３
底

２８
Ｈ

”

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :石英、雲母、礫含む

焼 :良好

色 :(外)5YR6/6橙
(内)5YR5/3にぶい赤褐

平底より立上がり、遣
線的に開 く胴部に琶
る。

外

　

内

土器を重ね

て埋設 (下 |

正位に埋設

B-13号
埋  甕  址

第 225図 -3

文
鉢

無
浅

縄文

３６
ｎ
Ｗ
形

径
高
径
完

口
残
底
障

胎 :石英、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR3/3浅 黄橙

(内 )2.5YR4/1黄 灰

平底よりや 卜がり、丸み受

もちながら大きく外傾 し

そのまま日縁に至る。口わ
に 1単位の波状を呈する。

(外 )

(内 )

横位の撫て

逆位に埋設

B-11号
埋  甕  址

雰ヨ226甚]-1

無文
浅鉢

縄文 部

・
５

・
６
底

５７
９

”

径
高
径
部

口
残
底
胴

B台 :石英、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR5/8明赤褐

(内)5YR6/4にぶい橙

平底で張りのあるI同部をサ
て顕部でくびれる。3本
組の垂下沈線が1同部を J

分割しRL縄文を回転し,

後蛇行懸垂文。

外

　

内

正位に埋設

B-12号
埋  甕  址

第 226図 -2

深鉢

縄文

口径
践高15,0
医径
I同苫呂

胎 :雲母、砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR6/6橙

(内 )5YR3/1黒褐

垂下する沈線で胴部堪
分割する。区画内に
LR縄文を回転する。

外

　

内

B-14号
埋  甕  址

鋳ぢ227睡]-1

深鉢

縄文

14.0

～胴部

胎 :雲母、粗砂粒多量に含む
焼 :良好

色 ,(外)5YR7/6橙
(内)5YR7/6橙

顕部より屈曲 して大きくレ
く日縁に至る。日縁は先R
短 く内屈 し刻目がめ ぐる|

日縁部は2個 1組の突起邁

有する。

外

　

内

逆位に埋設

B-15号
埋  甕  址

第 227図 -2

深鉢

縄文

14.0
医径 4.6

同部～底部

胎 :石英、雲母、礫多量に含む
焼 :良好
色 :(外)5YR5/6明赤褐

(内)5YR5/2灰褐

2本 1組のキザミ隆帯をヨ
下させ胴部を分割し、区E
は曲線的な区画の磨消縄)
の構成を施す。

(外 )

(内〉
縦位の削り

正位に埋設

B-19号
埋  裂  址

第 227図 -3

無文
深鉢

縄文

醒
錦
酪
醐

胎 :石英、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)5YR4/6赤褐

(内 )5YR6/4にぶい橙

平底。 外

　

内

正位に理設

C-1号
埋  甕  址

第 228図 -1

深鉢

縄文 立
ロ

・

３

，

７

底

３３
】

”

径
高
径
部

口
残
底
胴

胎 :石英、礫含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/6橙

(内 )5YR5/6明赤褐

干履より立ち上がり、やポ
辰りをもって開くЛ同部に圭

=す
る。1同部に上と下に腱

常の区画を施した後LR率
史を回転する。

外

　

内

正位に埋設

C-4号
埋  饗  址

第 228図 -2

深鉢

縄文

２７
‐０
　
部

径
高
径
縁

日
残
底
口

胎 :石英、粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)2.5YR6/6橙

(内 )2.5YR5/6明 赤褐

顎部より大きく開く日縁償
移行し回縁部は先で短く,
阪する。日縁に2単位の多
起を有する。胴部にLR牽
文を回転する。

外

　

内

睡位に埋設

C-6号
埋  甕  址

雰導228区]-3

深鉢

縄文
層震

l旱

:】

胴部～底部

胎 :石英、雲母、礫含む
焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/6橙

(内 )7.5YR6/3に ぶい橙

平底で胴部下位は外反し
上位は張る。曲線的に階
を施した後蝉節縄文を回葛
し、隆帯に沿った沈線を筑
す。

)外(―

(内 )

日 立に埋設

C-7号
埋  甕  址

第 229図 -1

深鉢

縄文

10,7
7.6
～底部

胎 :粗砂粒含む
焼 :良好
色 :(外)10YR5/6赤

(内 )2.5YR5ノ /4にぶい橙

平底より立ち上がり胴部よ
移行する。垂下する沈線

“より胴部を分割し、RL烈
文を回転する。器厚は一月
しない。

外

　

内

正位に埋 設

第 57表 八千原遺跡埋襲出土遣物観察表

―-285-



遺構 No

図版 No

器 種

種 類
法 畠 器 質 文様・ 形態 ほか 整形ほか 備  考

C-8号
埋  甕  址

第 229図 -2

深鉢

縄文

胎 :石英、雲母、粗砂粒含む

焼 :良好
色 :(外)7.5YR6/41こ ぷい橙

(内 )7.5YR3/2黒 褐 %4
外

　

内

C-10号
埋  甕  址
第 229図 -3

深鉢

縄文

口径
残高12.0
医径
嗣部の一部

H台 :石英、金雲母、細砂粒含む

暁 :良好
色 :(外 )2.5YR5/6明 赤褐

(内 )2.5YR5/4に ぶい赤褐

隆帯による区画が施さ
れ、区画内に綾杉状α

沈線文が施される。

外

　

内

第 58表 八千原遺跡埋甕出土遺物観察表
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八千原遺跡 出土 石器写真



2.石器

02-3

01-1

02-4 02-5

図版 1 ノ＼千原遺跡 A地区第 1号第2号第4号住居址出土石器写真

02-6

０ ４
．

３

ｉ
一費‐‐‐，

．

02-1
02-2

04-1

04-2

04-4 04-5

-287-



04-6

04-7 04-8

04-9

04-10

図版 2 ノ＼千原遺跡 A地区第4号住居址出土石器写真

-288-



06-1

07-1

07-5                    07-6

図版3 八千原遺跡 A地区第 6号第 7号住居址出土石器写真

06-2

07-3

-289 -

07-7



07-8 07-1007-9

07-11

07-12

08-3 08-4

図版4 八千原遺麟 A地区第7号第8号住居址出土石器写真

-290-



08-6

08-8

08-13               08-14

図版 5 八千原遺跡 A地区第8号住居址出土石器写真

08-5

08-7

08-12
08-10 08-11

-291-―

08-15



08-17

08-20

08-21

図版 6 ノ＼千原遣跡 A地区第 3号住居址出土石器写真

-292-

08-22



09-1

09-3
08-23

10-1

11-3 13-1 13-2

図版7 ′＼千原遺跡A地区第 8号第 9号第 10号第 11号第 13号住居址出土石器写真

-298-



13-3 13-4 13-5

13-6
13-8

13-12

13-9           13-10

図版8 八千原遺跡 A地区第 13号住居址出土石器写真

―-294 -―



13-13

15-1

16-4

図版9 ′＼千原遺跡 A地区第 13第 15号第 16号住居址出土石器写真

16-2

16-5

-295-



16-8

18-4
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